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〔資料〕
佐藤信術著作目録
竹内昭
法政大学名誉教授の佐藤信衛氏は，本年（1989年／平成元年）５月20日夜，
不治の病のため10箇月と余日に亙る闘病生活も空しく逝去された。
氏は，永年本学文学部低学科に勤めて哲学の教育・研究活動に従事する傍ら，
一時期は「文学界」同人として広く評論活動もされ，この戦争をはさんでのほ
ぼ20年間にわたって，言論界を風脈した。その後記何か期するところがあって
か，昭和30年代の後半以降は評論活動から，あたかも視程期間の過ぎた彗星の
如く身をリ|かれ，教育と研究に沈洲され，二1皇に文学部紀要を郷台として研究成
果を発表してきた．定年後，名脊教授になってから昭和40f'二代の後半からは個
人雑誌『むかしの本』を創刊され，今度はそこを発表舞台として精力的に研究
活動を行ってきた。
氏の研究範囲はまことに広く，ギリシア哲学から西洋哲学を主軸に，科学理
論から中国哲学，さらには仏教典，あるいは日本の古典と至らざるはなきあり
さまであった。現実の経済・政治lllj題にも造詣が深く，例えば前者を倫理学の
実践面としてとらえ，晩年はその試論なども書かれたと話されたこともある。
こうした氏の広汎な業紙は，あるいは世に距離をおいて楼む氏の生来の資質
の故か，若干の氏の同世代の慧眼の士の間を除いては，必ずしも世間に流布し
ているとは思われない。その同I止代の理解者も人の世の常とは言え,非情にも
世代の交替期に至っている今，これをまとめておかなければ散逸の憂き目にjMI
うのは必定であると考えた。氏の弟子の－人として，晩年も身近に氏の教えに
接していた者として，ここに氏の業績の足跡を記して資料蒐集の目安とし，あ
わせて哀`l1liの意の表明としたい。残された膨大な未公刊原稲の整理，ことに原
柵としては完成したとIiMき及んでいる主著の刊行などはこれからの課題とし，
ここにはひとまず印Nilされたものに限っての目録とした。もちろんこの目録は
完全ではありえない。一人の力には自ずから限界があり，多々遺漏があるかも
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知れない。その繕いは他日に待ちたいが，これがそのための呼び水になればと
いうのが願いである。ともかく全集ないしは著作集刊行をもって研究者のため
の礎となさなければならず，そしてその吟味評IiHiはその後に任せるとして，こ
れはとりあえずそのための緒である。
《佐藤信衛略年譜》
明治38／１９０５．２．８水戸Tl丁藤坂U1J7番地で１１１生（本籍茨城県久慈郡里美村
大字小に|ご'154番地）父・佐藤兵衛門，母・みち
大正11／１９２２．４．１第一高等学校入学
昭和３／1928.3.31束京帝国大学文学部哲学科卒業（卒業論文「自然ノ範
鴫｣）
同年４．１束京女子高等師範学校（現お茶の水女子大学）講師
昭和５／１９３０．２．－哲学会委員（住所千葉県我孫子市天神山）
昭和６／1931.-－鎌倉市極楽寺姥ケ谷５６１（現，稲村ケ崎3-7-21）に転居
昭和８／１９３３．８．－『哲学雑誌』（哲学会編繊，岩波書店発行）編輯者
（８年９月号から９年５月号まで）
昭和12／１９３７．３．－「文学界」同人となる
昭和14／１９３９．４．１法政大学法文学部講師
昭和15／１９４０．４．１同専任識師
昭和26／１９５１．４．１同文学部教授
昭和29／1954.12.4文学博士（法政大学提出／論文：『考巻一新論理学』
『考巻二科学の方法と分類』，その他，参考論文一冊）
昭和44／1969.2.10大学在外研究員としてアメリカ・ヨーロッパ学術視察
（辞令期間：44年２月10日～５月１０日）
昭和47／1972.3.31法政大学定年退職
同年４．１同名響教授
昭和51／1976.4.29勲四等瑞宝章受笈（春の叙勲）
平成元／1989.5.20死去（享年84歳）
【凡例】
この目録には，現物を確認したものを原則として，現物の確認ができなかったもの
については典拠の明らかなものに限って収録した。
各項目の頭の数字は刊行年月で，股初が昭和の年号，ついで月号（新聞の場合は３
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番目が1三1号）である。また雑誌の場合，誌名の後尾の数字は，ハイフン付のものは前
が巻数でつぎが号数（括弧内は通算号数)，単独のものは号数である。
なお資料検索に当たっては，法政大学図書館学術資料課のＩＩＬ野陽子氏に格別の便宜
を図っていただくとともに，資料所蔵機関の情報等，種を有益な助言をたまわった。
記して感謝申し上げる。
Ｉ著書・共著・翻訳書目録
７．１２自然の認識に於ける原理鉄塔書院
１２．９近代科学〔現代哲学全集第１２巻〕日本評論社
１３．９文化のため評論集日本評論社
１４．１［翻訳］カント著作集１５「三段論法に四格を分けるのは締し
過ぎた謬であること」ｒ負:昂の考を哲学に応用する試み」ｒ思考
の方向を定めるとは」岩波書店
１４．６冬の一夜創元社・東京／大阪
１４．７理知の人佐藤信衛評論集中央公論社
１４．９［翻訳］デカルト選集第３巻「哲学の原理」創元社・東京／大阪
１５．５［共著］芸術論第一巻芸術哲学（著作者代表務合理作）
「表象論」河出書房
１５．９新しい鯉評論集中央公論社
１５．９［共著］時代の条件（池鳥重信綿）「思想の生まれる地盤」
〔初出15.7日木評論〕名取書店
15.11［共著］新文学論全集第１巻文学概論「形式論」河出書房
15.12心と形文芸諭集（序・川端康成）創元社
16.11哲学試論集 創元社
17.10国民の進歩評論集河出書房
１８．９近代科学第二巻技術小史日本評論社
18.10近代科学第一巻科学の方法について日本評論社
19.101M1倉天心〔日本思想家選集〕新潮社
２２．１西田幾多即と三木清中央公論社
２２．２考論理学新識日本評論社
２２．６わが用心 青磁社
２２．９［翻訳］デカルト「哲学の原理」〔哲学叢釦創元社
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２３．１［共著］|回|想の三木iｉ１ｉ（三一書房編輯部iWl）「三木iiIi氏の恩ひ
出」〔初出21.1人間〕三一書秘
２３．１［共著］回想の三木清（谷川徹三・Jに畑緒一編）「三木清氏の
思ひ出」〔同上〕文化書院
２３．２今日と明日白日書院
２３．５心と形文芸評論染齋藤書店
２３．６［共著］新文学講座第四巻教鍵編（111上徹太郎細）「哲学と
哲学者」新潮社
２３．９［他著］ささやかな蕊標’1脇中鰹也遺稲（佐藤仁編）「嶋中燵
也君を億ふ」（嶋中鵬二発行）
23.10めざめる精神 人文書院・京都
23.11思索の窓靖文社
23.12増訂西田幾多郎と三木iilj中央公論社
２４．２考新論理学日本評論社
25.12科学の方法と分類考進二日本評論社
25.12［共著］人生に関する五十八章（辰野隈監修，市原豊太編集）
「愛」河出書房
２６．３［翻訳］デカルト選染第２巻「哲学の原理一創元社
31.10論理学案内一人は考える－日本評論社
39.11［座談］Wl1田國男対談集〔筑摩畿瞥26〕「文学と土俗のIHI題」
（柳田國男，青野季吉）〔初出１５．２文学界〕筑摩書脇
４０．９哲学１〔文部省認可通信教育テキスト〕（日本放送協会紺）
財団法人ＮＨＫサービスセンター発行・法政大学扱
４０．９哲学ｌ〔ＮＨＫラジオテキスト大学通惰講座哲学１０．１１．
１２月〕（日本放送協会編）
財団法人ＮＨＫサービスセンター発行・日本放送出版協会発光
46.12［共著］西田幾多郎一同時代の記録一（下村責太郎編）「鎌倉
の西田先生」〔初出41.2四田幾多邸全集第13巻月報〕岩波書店
皿雑誌，新聞，年鑑類掲載論文・記事目録
５．２自己意識について哲学雑誌45-516哲学会編輯岩波書店
５．９［雑録］物理学者の仕鞘：タト風雑誌よりＨ（Ｎ､Ｓ）
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哲学雑誌45-523岩波書店
5.10［雑録］数理哲学のその後外国雑誌よりに)（Ｎ､Ｓ）
哲学雑誌45-524岩波書店
5.10［雑録］〈寄贈〉思想九月号岩波書店発行（Ｎ､Ｓ）
哲学雑誌45-524岩波書店
５．１１［雑録］生物学でいふ「|]的」（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌45-525岩波書店
５．１１［雑録］〈寄鵬〉「アリストテレスの範鴫について（ポーニ
ッソ箸，藤井義夫訳)，他４篇（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌45-525岩波書店
5.12［雑録］〈寄剛〉「哲学識話」（得能文著)，他５篇（Ｎ､Ｓ）
哲学雑誌45-526岩波書店
６．１［雑録］〈寄MPi〉「エーミルラスク哲学の論理学」（久保
虎ifH蒋著)，他２篇（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌46-527岩波書店
６．２［雑録］ニトムント・フッサール外国雑誌より内（ＮＳ）
哲学雑誌46-528岩波書店
６．３［雑録］〈寄1MW〉「純粋理性批判下巻」（天野貞祐訳)，他４
篇（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌46-529岩波書店
６．４［雑録］ハンス・ライヘンハッハの業続外国雑誌より㈹
（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌46-530岩波書店
６．６［雑録］論理と心像外国雑誌より冊（Ｎ､Ｓ）
哲学雑誌46-532岩波書店
６．７［雑録］〈紹介〉「フォールレンデル西洋哲学史第三巻」
（粟田，吉野，古在共著）（ＮＳ）哲学雑誌46-533岩波書店
６．８［雑録］ホワイトヘッドの哲学に就いて外国雑誌より閨
（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌46-534岩波書店
６．９［雑録］今日の独逸哲学の諸相（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌46-535岩波書店
6.10［雑録］WienerKrCisについて（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌46-536岩波書店
６．１１［雑録］〈紹介〉「｣in象学概論」（大関将一)，他ｌ鮒（Ｎ､Ｓ）
哲学雑誌46-537岩波書店
７．１［雑録］因果律と最子力学（ＮＳ）哲学雑誌47-539岩波書店
７．３［雑録］ヘーゲル記念号追加（Ｎ､Ｓ）哲学雑誌47-541岩波書店
７．７［翻訳］クールト・ジンガー：プラトンと政治（前半鶴田訳）
哲学雑誌４７－５４５岩波書店
7.10仏Ｉｌｊ西哲学界の近状〔特輯哲学の現勢〕lilMjkil25岩波書店
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８．２［雑録］「ルヴィュ・ドウ・メタゾィジィク・エ・ドゥ・モラ
ール」哲学雑誌48-552岩波書店
８．２哲学の用語について思想１２９岩波書店
８．４フランス哲学の特徴〔春季特i1脚世界観学〕理想３９理想社'11版部
８．９［雑録］「カント研究」“Kantstudien'’１９３３Ｈ、1-2．
哲学雑誌（編輯者佐藤信衛）48-559岩波書店
８．１１［翻訳］クルト・ジンガー：西洋の祖先としてのブラトン
思想１３８岩波書店
８．１１秋晴〈ペン・クラブ〉作品４－１１作品社
９．１［雑録］ルヴィュ・フィロゾフィクRevuePhilosophique，
JuUlet-Aoutl933．哲学雑誌（編輯者佐藤信術）49-563岩波書店
９．４［雑録］エミル・メェニルソン
哲学雑誌（編輯者佐藤信術）49-566岩波醤店
９．４Ｍの手紙Ｈ思想１４３岩波瞥店
９．５［雑録］量子理論の解釈といふこと
哲学雑誌（編輯者佐藤lEj｢術）49-567岩波習店
９．７［翻訳］ジンガー：フラトンと学ｌ１ＩＩ〔訳者名なし〕思想１４６岩波啓店
９．７Ｍの手紙口思想１４６岩波書店
９．９Ｍの手紙Ｅ１思想１４８岩波書店
９．９破片くペン・クラブ〉作品５－９作品社
１０．２アンリ・ベルグソンＨ思想１５３岩波書店
１０．３アンリ・ベルグソンロ思想１５４岩波書店
１０．５冬の一夜〈随筆〉文学界２－５文圃堂書店
１０．６冬の一夜〈随筆〉文学界２－６文圃堂書店
１０．８冬の一夜〈随筆〉文学界２－８文圃堂書店
10.１０ガリレイ以後思想１６１岩波書店
１１．１西田先生案下思想１６４岩波書店
１１．４［翻訳］クルト・ジンガー：プラトンの顔思想１６７岩波書店
１１．４赤い手帳〈評論〉文学界３－４文学界社
１１．５赤い手帳〈評論〉文学界３－５文学界社
１１．５哲学と自然科学一専門の内外一改造１８－５改造社
１１．６赤い手帳国文学界３－６文学界社
１１．７現代仏蘭西の科学思想〈fM代フランス思想〉理想６６理想社出版部
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１１．９我国に於ける学問の変態中央公論５１－９中央公論社
１１．９．１４［時評］哲学一傾向・批評・その他帝国大学新聞
11.1O赤い手帖〈随筆〉文学界３－１０文蕊春秋社
11.12思想家に求める日本評論11-12日木評論社
１２．１仏蘭西の倫理学の一例思想１７６岩波書店
１２．２［座談会］現代文学の日本的動向（谷川徹三，三木滑り戸坂潤，
小林秀雄，河上微太郎，林房雄，村山知義，阿部知二，岸田國士）
文学界４－２文蕊春秋社
１２．２．１［翻訳短評］平山高次氏訳「道徳・宗教の二源泉」東京朝日新聞
１２．３思想表現のための国語中央公論５２－３（592）中央公論社
１２．３日本とは日本評論１２－３日本評論社
１２３［座談会］文学と政治（岸田國士，川･橋聖一，林房雄，島木健
作，河上微太郎，川端康成，森山啓，小林秀雄，阿部知二，芹
澤光治良，深田久彌）文学界４－３文鎮春秋社
１２．３数学の教養－吉江・高木・田邊三氏「一般教養としての数学」
について文学界４－３文蕊春秋社
１２．３同人となって文学界４－３文蕊春秋社
１２．３．１［学芸］文芸時評（１）芸術無活動の時代報知新聞
１２．３．２［学芸］文芸時評(2)詩を忘れた文学機知新聞
１２．３．３［学芸］文芸時評(3)作品に希望を盛れ報知新聞
１２．３．４［学芸］文芸時評(4)民衆と共に進む報知新聞
１２．３．５［学芸］文芸時評（５）“人生，,改良の文学報知新聞
12.3.14［合評］三木清を検討する（戸;板潤，三枝博音）読売新聞
１２．４生きた伝統思想１７９岩波書店
１２．４詩人は迷はず俳句研究４－４改造社
１２．４空想の貧しさ〈評論〉文学界４－４文鎮春秋社
１２．４［座談会］文学雑談（川端康成，武Ｈ１鱗太郎,深田久禰，小林
秀雄，舟橋聖一，横光利一．，森山啓，芹澤光治良，河上微太郎）
文学界４－４文蕊春秋社
１２．５〈文化月報＞自然科学文学界４－５文鎮春秋社
１２．５〈文化月報＞哲学文学界４－５文蕊春秋社
１２．５［座談会］「壮年」を中心として明治精神を論ず（岸田國士，
村山知義，阿部知二，ノilIMii聖一，川端康成，芹澤光治良，亀井
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勝一郎，林房雄，三木清，小林秀雄，深田久彌，武田鱗太郎，
島木健作，河上微太郎）文学界４－５文蕊春秋社
１２．５〈告知板〉綺語妄語文学界４－５文蕊春秋社
１２．６ポール教授のことなど〈自然科学〉文学界４－６文蕊春秋社
１２．７科学普及について〈自然科学〉文学界４－７文蕊春秋社
１２．７［座談会］文学主義と科学主義（三木滴，谷川徹三，岡邦雄，大
森義太郎，青野季吉，鳥木健作，小林秀雄）文学界４－７文蕊春秋社
１２．７〈告知板〉綺語妄語文学界４－７文蕊春秋社
１２．８〈文化月報・自然科学＞科学の効用文学界４－８文蕊春秋社
１２．９［ブックレヴユー］「時間とＦ1111」（ベルグソン，服部紀訳，岩波
文庫）文学界４－９文蕊春秋社
12.１０我国の学11Mの今後中央公論52-10（599）中央公論社
12.10風雅の論俳句研究４－１０改造社
12.10〈告知板〉綺語妄語文学界４－１０文蕊春秋社
12.11［ブックレヴユー］「科学的緋lqllと数学教育」（小倉金之助，岩波書
店）文学界４－１１文蕊春秋社
12.11教養時代改造19-12改造社
12.12［ブックレヴユー］「碧巌録」（朝比奈宗源訳菰，岩波文庫）
文学界４－１２文蕊春秋社
１２．１２［ブックレヴユー］｜デカルト」（野田又夫，弘文堂）
文学界４－１２文蕊春秋社
12.12モラリストの流儀くモラリスト考〉文藝５－１２改造社
１３．１〈春夏秋冬〉非常1i:件は作ⅡＩする文学界５－１文蕊春秋社
１３．２〈告知板〉綺語妄語文学界５－２文蕊春秋社
１３．２短Ｎｉｌ:の短さ短歌研究７－２改造社
１３．２［座談会］若さの探究（小林秀雄，！;１Ｊ木健作，河上微太郎，
舟繍聖一，阿部知二）新女苑２－２実業之日本社
１３．２．１４［書評］田辺元博士の新著「哲学と科学との間」帝国大学新聞
１３．３新しい人文主義のために理想１２－３（82）理想社出版部
１３．３発明について科学主義工業１０科学主義工業社
１３．４［アンケート］科学者・芸術家に何を要求するか
学藝１（66）学藝発行所
１３．４．２０〈知性の現状〉知識のｌ１ｆＨ中外商業新報
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１３．４．２１〈知性の1M状〉知識の害仁）中外商業新報
13.4.22〈知性の現状〉知識の書信Ｉ中外商業新報
１３．５思想の害についてく評論〉文学界５－５文鎮春秋社
１３．５批評の批評 改造２０－５改造社
１３．５．９［読書］三枝博青氏署「文学のフイジカとメタフィジカ」
東京朝日新聞
13.5.22〈槍騎兵〉無題東京朝日新聞
１３．６小説家といふ人 新潮３５－６新潮社
１３．６〈六号雑記〉綺語妄語文学界５－６文蕊春秋社
１３．６.１０パスカルの場合一橋新聞東京商科大学一橋会
１３．７〈六号雑記〉綺語妄語文学界５－７文蕊春秋社
１３．７新しい技術家科学主義工業２－２科学主義工業社
13.7.14〈槍騎兵〉哲学用語東京朝日新聞
13.7.24〈槍騎兵〉漱石の弟子東京朝日新聞
１３．８－つの考へやうく現下の日本と文学者の使命〉新潮３５－８新潮社
１３．８余怖一詩文の含む－俳句研究５－８改造社
１３．８〈六号雑記＞綺語妄語文学界５－８文蕊春秋社
１３．８．５〈槍騎兵〉学者動く東京朝日新聞
13.8.23〈槍騎兵〉大学の|当|拾東京朝日新聞
１３．９思想の改革にも途がある日本評論13-10日本評論社
１３．９文学者はどんな市民かく文学者と市民Wi神〉文蕊６－９改造社
13.9.12［時評］哲学－新しい生命力を帝国大学新聞
13.9.28［文芸］“現下革新”の形勢一論jW時評一早稲田大学新聞
13.10「西洋」の一断面思想１９７岩波書店
13.10評論の心（評論集「文化のため」序）文学界５－１０文蕊春秋社
13.10簡素を尊ぶこころ新女苑２－１０実業之日本社
13.10.10今日と谷川徹三氏帝国大学新聞
13.11［ブックレヴユー］「ピークルサ漂流記」（ダーウィン，内山賢二訳，
白楊社）文学界５－１１文蕊春秋社
13.11死ぬの生きるの新女苑２－１１実業之日本社
13,11.30〈槍騎兵〉文化交換東京朝日新聞
13.12デカルト片彩一思想家の動機一改造20-12改造社
13.12［回符］昭和｜･三年の丈隻界新潮35-12新潮社
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13.12小説で説得する新潮35-12新潮社
13.12生活と思想知性１－８河出謝房
13.12［ブックレヴユー］￣生活・科学・教育」（中村清二）
文学界５－１２文蕊春秋社
13.12〈今の問題〉科学と一般文化科学知識18-12科学知識普及会
13.12.5［科学］科学者に要誌する帝国大学新聞
13.12.9〈槍騎兵〉河合教授１１Ⅲ題東京朝日新聞
13.12.19［読書］パスカル稗［'１木康氏訳「瞑愁録」東京朝日新聞
１４．１成熟する知力中央公論５４－１中央公論社
14．１なぜ文化と言ふ’三1本評論１４－１日本評論社
１４．１現実と理想一笠，三木iili氏の論策一文学界６－１文譲春秋社
１４．１技術から科学へ 科学主義工業２－８科学主義工業社
14.1.17〈槍騎兵〉翻訳の|÷ＩＩｌ１ 東京朝日新聞
１４．２某日〈思索者の日記〉文藝７－２改造社
１４．２．５［時評］革新は蕊から京都帝国大学新聞
１４．２．９〈槍騎兵〉Ｄｌｌｉ学余聞東京朝日新聞
１４．２．２６〈槍騎兵〉誰が評論家か東京朝日新Ｈｉｌ
ｌ４．３［鼎談会］現代|]本文化の欠陥（眞船蝋，小林秀雄）
文学界６－３文蕊春秋社
１４．３［新著評論］学lll]としての民話（柳田國男「|}:話と文学｣，創
元社）文学界６－３文蕊春秋社
１４．３［座談会］西田幾多郎を11Nむ座談会（三木↑I'i谷)'１徹三，林達
夫）文蕊春秋１８－５文蕊春秋社
１４．３．１８〈槍騎兵〉危機とは何か東京勅|］新聞
１４．４習俗懐慕のIbH向思想２０３岩波謹店
１４．４．１０〈槍騎兵〉文化さびれる東京朝日新聞
１４．４．２３［翻訳短評］「シユヴァイツェルわが生活と思恕より」東京i;ﾘj日新聞
１４．５［新著評論］畑し行く科学の荷担力（大河内正敏「持てる国日
本｣，科学主義工業社）文学界６－５文蕊春秋社
１４．５［座談会］知性文化の新方|ｲﾘを語る（Il1klj健蔵，仁科芳雄，藤
岡由夫，三木満）知性２－５河出脅房
１４．５大陸の触感セルパン１００第一譜房
１４．５近代社会人く近ＩＷｌ;の探求〉新女苑３－５実業之日本社
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１４．５．９〈槍騎兵〉会また会東京朝日新聞
14.5.15［科学］文化と自然科学帝国大学新聞
１４．６科学精神知性２－６河出書房
１４．６技術とその人科学主義工業３－１科学主義工業社
１４．７冗な知識婦人公論２４－７中央公論社
１４．８物理学者Ｘ君に思想２０７岩波書店
１４．８学問の出発中央公論５２－８中央公論社
１４．８［座談会］博物館を見て美術を語る（青山二郎，河上微太郎）
文学界６－８文蕊春秋社
１４．８［評論］進む時世の向新女苑３－８実業之日本社
１４．８．５［葉書回答］良書普及方法／推薦される本日本読醤新聞
１４．９生死の間日本評論１４－９日本評論社
１４．９［新著評論］学者と思想家の相遮（デカルト「方法叙説」落合太
郎，「精神指導の規則」野田又夫，創元社）文学界６－９文蕊春秋社
１４．９［評論］我等はどんな民族か新女苑３－９実業之日本社
14.10知識人の対話一羅窓閑話一婦人公論２４－１０中央公論社
14.10技術の反省改造21-10改造社
14.10［密評］「時代と道徳」作品10-10（114）作品社
14.10教育と学校新女苑３－１０実業之日本社
14.10教養時代〔初出12.11改造〕文謹年鑑1939年版第一書房
14.11［座談会］学生青年に待望す（三木清，脇木健作）知性２－１１河出書房
14.11秋の夜の対話一藤窓閑話一婦人公論24-11中央公論社
14.11宣伝公論２－９第一公論社
14.11国の内外新女苑３－１１実業之日本社
14.11.17〈槍騎兵〉物質と精神東京朝日新聞
14.12［葉衝回答］昭和十四年の文芸界新潮36-12新潮社
14.12科学者の思考について日本評論１４－１２日本評論社
14.12.24［読謹］九鬼周造著「人IMIと実存」東京朝日新聞
１５．１思想の針路について中央公論５５－１中央公論社
１５．１書斎にて日本評論１５－１日本評論社
１５．１古典といふことく文芸雑話〉婦人公論２５－１中央公論社
15．１よく勝つもの公論３－１第一公論社
１５．１組織ある技術科学主義工業４－１科学主義工業社
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１５．２書斎にて日本評論１５－２日本評論社
１５．２［座談会］文学と土俗の''１１１週（柳田國男Ⅲ青野季吉）
文学界７－２文蕊春秋社
１５．２詩と散文〈文芸雑話〉鮒人公論２５－２中央公論社
15.2.18［悪評］清水幾太郎著「現代のＷｉﾈﾄ'1」東京朝日新聞
１５．３書斎にて’三|木評論１５－３日本評論社
１５．３精神能力の分業知性３－３河出書房
１５．３翻訳の悪いところ改造２２－５時局版４改造社
１５．３詩心の弱り〈文芸雑話〉婦人公論２５－３中央公論社
１５．４［対談会］知識階級の使命（三木清）知性３－４河出書房
１５．４［座談会］現代詩と日本文化_佐藤信衛氏を囲む座談会（吉田
健一Ⅲ西村孝次，平野仁啓，斎藤正面，’１１本健吉）批評２－４批評発行所
１５．４能のことなど〈文芸雑話〉婦人公論２５－４中央公論社
１５．５大学改造２２－９時局版６改造社
１５．６文学の影灘新潮３７－６新潮社
１５．６［新著評論］西田哲学への道（三木清「哲学入門｣）
文学界７－６文蕊春秋社
１５．７思想の生れる地盤日本評論１５－７日本評論社
１５．７［座談会］世界史と評論のIMI題（三木ilf，「|｢'烏健蔵，亀井勝一
郎，河上微太郎）文学界７－７文蕊春秋社
１５．７読書子の変遷改造22-13時局版８改造社
１５．８［アソケート］新政治体IIjllへの要望日本評論１５－８１]本評論社
１５．８小林秀雄と批評（同人アンケート／小林秀雄「文学２Ｊについ
て）文学界７－８文麺春秋社
改造22-15時局版９改造社１５．８スポオツ
１５．８［ハガキ回審］現下の欧州の状勢とわが関心新潮３７－８新潮社
１５．８．５［学芸］時局遠望法政大学新聞
１５．８．２５［アンケート］新体制と文学口日本学藝新聞
１５．９新体制の倫理学日本評論１５－９日本評論社
15.10新事態の現解日本評論15-10日本評論社
１５１０鳥臓知性３－１０河出書房
15.12西田哲学の意義改造22-23時局版１３改造社
１６．１そのをりをり１１本評論１６－１「1本評論社
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１６．１技術の基礎科学主義工業５－１科学主義工業社
16.1.26［文芸］抽象の利用一あまりに具体的（】）都新聞
16.1.27［文芸］学問の消化一あまりに具体的（２）都新聞
16.1.28［文芸］国語と翻訳一あまりに具体的（３）都新聞
１６．２そのをりをり日本評論１６－２日木評論社
１６．３そのをりをり日本評論１６－３日本評論社
１６．３綺語妄語［同人特獅号］文学界８－３文蕊春秋社
１６．３科学振興の健全のため科学知識２１－３科学知識普及会
１６．４道徳の二つの源思想２２７岩波書店
１６．４見えないもの文学界８－４文蕊春秋社
16．５もう一つの秩序文学界８－５文蕊春秋社
１６．５［座談会］日本科学の現状（仁科芳雄，菊池正士，藤岡由夫，
澁澤信雄／中島健蔵，河上微太郎）文学界８－５文蕊春秋社
１６．６道徳作興の意味日本評論１６－６日本評論社
１６．６宣伝力の脆弱改造23-12時局版１９改造社
１６．６百事如意文学界８－６文蕊春秋社
１６．７－つの美術論と一つの詩集と日本評論１６－７日本評論社
１６．７美といふもの文学界８－７文蕊春秋社
１６．７諸学の活用について改造23-13改造社
16.7.25［アンケート］推薦図謝三田新聞
１６．８情緒の功力文学界８－８文蕊春秋社
１６．８過去は過去とす知性４－８河出書房
１６．９多怨難信文学界８－９文蕊春秋社
１６．９．１［謝評］清水幾太郎署「美しき行為」朝日新聞
16.9.15［惑評］三枝隊音氏著「三浦梅園の哲学」帝国大学新聞
16.11覚めたるもの文学界８－１１文蕊春秋社
16.11公と私婦人公論２６－１１中央公論社
16.11現代物理学の性格一ブリヂマン・ＤＪ代物理学の論理一
創元２－１０創元社
16.12理想役人中央公論56-12中央公論社
16.12水の如く淡し文学界８－１２文蕊春秋社
16.12.6〈大波小波〉文化政策の逵巡都新聞
１７．１．１［一般文化］大学の対処法政大学新聞
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１７．２閑葛藤文学界９－２文蕊春秋社
１７．２生死について知性５－２河出書房
１７．３禁欲文学界９－３文蕊春秋社
17.3.19無類独特を畏れな－新しき文化の課題に就いて－三田新聞
１７．４廿世紀の神話〈神話と現代〉日本評論１７－４日本評論社
１７．４余裕文学界９－４文蕊春秋社
１７．５無量の恵味文学界９－５文蕊春秋社
１７．５［感想］マレー作戦報告を読んで文蕊１０－５改造社
１７．６行へぱ証あり文学界９－６文鎮春秋社
１７．７［座談会］新文化の創造（長谷川如是閑，和辻哲郎，肥後和男，
三枝博音，室伏高信）日本評論１７－７日本評論社
１７．７［座談会］東洋の科学（桑木或雄，藤島亥治郎，白井敏明，道
野鶴松）知性５－７河出書房
１７．７国語の進歩する時創元３－６創元社
17.11創意と環境〈創懲の場〉中央公論57-11（663）中央公論社
17.12デュルケムとパスカル 創元３－１１〔終刊号〕創元社
１８．１蕊窓蓄漫語書斎７－１三省堂
１８．２［アンケート］出版統制への進言日本評論１８－２日本評論社
１８．４思想戦の根本日本評論１８－４日本評論社
１８．６［アンケート］明治大正昭和文学における国民必読の作品は何か？
文蕊１１－６改造社
１８．６詩集「交響曲第九番」の作者に文化組織４－４文化再出発の会
18.11［諸家回答］一億国民戦闘配置につけ！新潮40-11新潮社
19.10.21［消息欄］〔近況報告〕日本読書新聞
２０１０西田先生思想２７０岩波書店
20.10文化の将来新時代１２－４経国社
２１．１西田哲学一面新潮４３－１新潮社
２１．１三木清氏の思ひ出人間１－１鎌倉文庫
２１．２浬祠邪教知と行１－２大東出版社
２１．４西田幾多郎一人と思想の研究一中央公論６１－４中央公論社
２１．４原子力時代か世界文化１－３日本電報通信社
２１．４生活〈文化評論〉思索１青磁社
２１．５人間教育と文学人間１－５鎌倉文庫
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２１．５人間を貴ぶ教育堀１人公論３０－２中央公論社
２１．６乙女峠の富士新潮４３－６新潮社
21.7.17［醤評］想像と行為の新意義一三木清著「搬想力の論理
第一」－日本読書新聞
２１．８三木清氏の学風新潮４３－８新潮社
２１．８世界に動く思想世界文化１－７日本電報通信社
２１．８現代史ロゴス４汎美社
21.8.13［葉書回答］何を読むべきか帝国大学新聞
２１．９三木清人と思想中央公論６１－９（691）中央公論社
２１．９読謹について朝日評論１－７朝日新聞東京本社
21.10進歩的といふこと婦人公論３０－６（351）中央公論社
21.１０三木清の学風〔三木清特輯〕哲学評論１－１民友社
21.１０ルソーと「社会契約」新人２６－７小学館
21.11［対談］文学と哲学（本多顕彰）新潮43-11新潮社
２２．１［アンケート］昭和二十二年に望むこと人間２－１嫌倉文庫
２２．１プラトンの場合一民主主義是非一新生３－１新生社
22．１ドイツ哲学とアングローナクソン哲学書評２－１日本出版協会
２２．１．１［はがき回答］〈執筆者通信〉現在の仕事日本読書新聞
２２．２新しし､指標婦人公論３１－２中央公論社
２２．５性の観念の悩象新潮４４－５新潮社
２２．５．２１［読誓講座］〈西田幾多郎〉三木清「哲学入門」から日本読書新聞
２２．９乙女峠の富士〔新潮21.6〕
文部省・中等国語三(2)中等学校教科書株式会社
22.10哲学流行弁人間２－１０鎌倉文庫
22.10〈社会の窓〉まだ敗戦を知らない社会２－８鎌倉文庫
22.10差恥以前く廉恥心について〉文蕊春秋２５－９文蕊春秋新社
22.10雑記<同人雑記〉文学界１－４文学界社
22.11今日のヒューマニズムＦＥＭＩＮＡ２河出書房
２３．１偶感文学界２－１文学界社
２３．２神と物質－わが用心一朝日評論３－２朝日新聞社
２３．２天然と人工〈季節の風・哲学〉表現１－１角川書店
23.3/４［共著・高桑純夫］第一回共同研究・資料『善の研究』－西田
哲学の可能と限界一国土８国土社
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２３．３つぶれk二面目新潮４５－３新潮社
２３．３模倣の天才かく文化評論〉思索９思索社
２３．５［書評］河上微太郎署1-戦後の虚実」について文学界２－５文学界社
２３．６［共著.i儲桑純夫］第二回共同研究・資料『'二|党における直観
と反省』－主意主義としての西田哲学一国土１０国土社
２３．７［共著・闘桑純夫］第三回共同研究・資料『働くものから見る
ものへ』－主観より客観への問題一国土１１国土社
２３．７真相_わが用心一新文学５－７全国書房
２３．８成功と進歩－わが用心一文学界２－８文学界社
２３．８ｒしない」道徳と「する」道徳く文化評論過渡期の道徳〉
思索１３思索社
２３．８個人の成長婦人公論３３－８中央公論社
23.8/９学問は革新されたか国土１２国土社
23.9.22〈新秋読書随繁〉読了1$雑感日本読書新聞
23.10［書評〕加茂儀一「技術発達史」朝日評論３－１０朝日新聞社
23.10現徽代道徳素描表現１－５角川薔店
23.10日本の平和主義玄想２－１０養徳社
２４．２戦後の思想朝日評論４－２朝日新聞社
２４．２人間教育と文学〔初11121.5人|H1〕
文藝評論年鑑昭和23年度全国醤房
２４．３私に大切な愛li1jの問題一千代一新潮４６－３新潮社
２４．４〈反響〉〔｢現代道徳素描」炎型23.10の抄録〕思想の科学４－３先駆社
２４．５楽天くひとびとの哲学〉思想の科学４－４先駆社
24.10日本たより評論３６河出書房
２５．１日本たより－在日外人が故国への手紙一〔評論24.10の転較〕
日本の窓３－１日本の窓社
２５．９哲学は必要か新潮４７－９新潮社
２６．８．２９［書評］生物学・医学の頂に特徴一杯繰著「科学概論」－
日本読書新聞
２７．ｌ何を学ぶべきか－ある日の甥との対話一人生往来２－１青年社
２７」０二十代法政１－５法政大学
２８．４隙々消光新潮５０－４新潮社
２８．９/１０Ｆ人生相談」芽1-9/１０思想の科学研究会編座民社
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２８．１１老人夜話一聞き書き－法政２－１１法政大学
３１．１深田久彌のこと新潮５３－１新潮社
３２．２海辺の哲学者一傍観者の弁一新潮５４－２新潮社
３２．８思想の土台く変貌〉新潮５４－８新潮社
33.10文体からゑたパスカルとデカルト
世界文学大系１３「デカルト／パスカル」附録月報８筑摩書房
３４．３論文について〔｢論理学案内」31.10〕
金田一京肋・高等国語三（４訂版）三省堂
３４．７ヴラマンクの言葉〈弧ii1liと孤独〉新潮５６－７新潮社
３５．３見捨てられた世界遍満雌「西田哲学」文蕊春秋３８－３文蕊春秋新社
３７．３金剛般若経考法政大学文学部紀要７法政大学文学部
３８．３荘子内篇菱註（上）法政大学文学部紀要８法政大学文学部
３９．３荘子内篇菱註（下）法政大学文学部紀要９法政大学文学部
４０．３妙法蓮華経分別Ｈ法政大学文学部紀要１０法政大学文学部
４１．２鎌倉の西田先生西田幾多即全集１３付録岩波書店
４１．３妙法蓮華経分別口法政大学文学部紀要１１法政大学文学部
４２．３妙法蓮華経分別曰法政大学文学部紀要１２法政大学文学部
４３．３妙法遮華経分別（四．完）法政大学文学部紀要１３法政大学文学部
４４．３次の問題一形而上学序説一法政大学文学部紀要１４法政大学文学部
４４．３ＬＡＭＯＮＡＤＯＬＯＧＩＥ注釈法政大学文学部紀要１４法政大学文学部
４５．３自然像を拙きなおす－－「自然哲学」序説一
法政大学文学部紀要１５法政大学文学部
４５．３仏性巻注一正法脹蔵用会作慶一
法政大学文学部紀要１５法政大学文学部
４６．３学而第一一論語再読一法政大学文学部紀要１６法政大学文学部
47.10「弁明」あかし－プラトン解説一
むかしの本１むかしの本を読む会編集ｆＺ協社
47.10弁道話巻注一正法眼蔵｝|]会作慶一むかしの本１宣協社
４８．３大乗起信論解釈円むかしの本２宣協社
４８．３摩訶般若波羅幾巻注一正法眼蔵用会作幽一むかしの本２宣協社
４８．３現成公案巻注Ｈ一正法眼蔵用会作慶一むかしの本２宣協社
４８．３「方法序説-Ｊ読みかた－第一部解説一むかしの本２宜協社
４８．７大乗起信論解釈ロむかしの本３宜協社
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４８．７現成公案巻注口一正法服蔵会作慶一
４８．７重雲堂式巻注一正法眼蔵会作歴－
４８．７「パイドン」こなしＨ－プラトン解説-
48.11大乗起信論解釈Ｅ1
48.11-頼明珠巻注一正法lUA蔵会作腫-
48.11「ペイドン」こなし｡~プラトソ解説－
４９．３大乗起信論解釈四
４９．３「パイドン」こなし国一プラトン解説－
４９．８大乗起信論解釈国
４９．８荘子内篇大概Ｈ
４９．８芭蕉捜Ｈ－句集吟味－
５０．４荘子内篇大概口
５０．４芭蕉捜口_句集吟味-
50.12荘子内篇大概国
50.12芭蕉捜曰－句集吟味－
５１．７中庸談義Ｈ
５１．７芭蕉捜四１－句集吟味－
５１．７人は知らない－序説－
５２．２中庸談議ロ
52．２知るということ－序説－
５３．２中庸談議国
５３．２１伝法輪経一雑阿含経一五一
５３．２分別聖諦経一中阿含経七一
５３．９分別聖諦経（続）－中阿含経七一
５３．９黄葹園経一中阿含経四○一
５３．９仙尼経一雑阿含経五一
５３．９法印経一雑阿含経一○一
５３．９念処経一中阿含経二四一
54.10臨済録措黒豆Ｈ
54.10錐論解説Ｈ
５６．８騒論解説口
５６．８金剛般若経解説Ｈ
５６．８般若心経のためＨ
むかしの本３宣協社
むかしの本３宣協社
むかしの本３宣協社
むかしの本４宣協社
むかしの本４宣協社
むかしの本４宣協社
むかしの本５宣協社
むかしの本５宣協社
むかしの本６宣協社
むかしの本６宣協社
むかしの本６宣協社
むかしの本７宣協社
むかしの本７宣協社
むかしの本８宣協社
むかしの本８宣協社
むかしの木９宣協社
むかしの本９宣協社
むかしの本９宣協社
むかしの本１０宣協社
むかしの本１０宣協社
むかしの本１１宣協社
むかしの本１１宣協社
むかしの本１１宣協社
むかしの本１２宣協社
むかしの本１２宣協社
むかしの本１２宜協社
むかしの本１２宣協社
むかしの本１２宣協社
むかしの本１３宜協社
むかしの本１３宣協社
むかしの本１４宜協社
むかしの木１４鷺協社
むかしの本１４宜協社
Hosei University Repository
3７ 
57.10金剛般若経解説口
57.10出走後語抽読Ｈ
57.10般若心経のために）
むかしの本１５宜協社
むかしの本１５宣協社
むかしの本１５宣協社
ⅡＩ辞・事典執箪項目
５感覚論／機械論教育学辞典ｌ岩波il}店
２経験論／原子論／実証論教育学辞典２岩波杏店
１〔執筆項目無記名〕ｌｉ)l藤吉之助縮ilill岩波哲学小辞典増訂版岩波2}店
５生気論／体系／範畷／比較法教育学辞典３岩波醤店
１不可知論／物活論／分析と総合／目的論／力本説
教育学辞典４岩波識店
３人生観三木清編新版現代哲学辞典Ⅲ本評論社
１〔執筆項目無記名〕哲学:事典平凡社
６一元論世界大百科事典２平凡社
４機械論Ｉｕ:界大百科事典７平凡社
２実在論世界大百科事典１３平凡社
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【主要参考検索文献】
『雑誌記事索引／人文･祉会綱累積索ﾘ|版』（陸|立国会図書館参考書誌部監修，編
集・出版日外アソシエーツ株式会社）『現代日本文芸総覧J(上69.11／中68.1／下72.4
／補巻73.8小[１１切進編，明治文献）『文遡年鑑1939年版」（39.4文蕊家協会編纂，
第一書房／復刻版，７９．９文泉堂出版）ｒ同昭和24年度版』（49.9新潮祉）『戦後
雑誌目次総覧』（｣二76.3／下77,3／追補，東京大学社会科学研究所・戦後改革研究会
編署，東京大学出版会）『展望戦後雑誌』（77.6紅野，栗坪，保昌，小野寺箸，阿山
醤房新社）
『中央公論総目次明治20年～11β和45年／創刊～1000号』（70.11中央公論社）ｒ文
鎮春秋三十五年史稿』（59.4文蕊春秋社）ｒ改造目次総覧総目次』（66.12,再版74.
11）『同執筆者索引』（72.61ililll春一綱，新約幽房）『新潮総'三1次・執鞭者索引
明治37年～昭和20年３月／創刊号～戦前肢終号』（マイクロ版近代文学館１「新潮」別
冊，77.10小１１１切進編集・解題，日本近代文学館刊行，八木書店製作・光ｸﾋﾞ）「婦人
公論総目次大正５年１月～昭和45年12月／1-1～55-12』（国立国会図醤館作製．戯）
『短歌研究総目次』（同）
「『文学界』執筆者索引昭和８年１０月創刊号～11年６月号」（文学界複刻版別冊『解
説』，７６．６日本近代文学館）「r哲学雑誌」総目次」（各年度／各巻末号）「r思想』総
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目次創刊号～500号」（思想66.3岩波灘店）「r理想』既刊総Fl次１号～500号」（理
想75.1理想社）「『俳句研究』評論総目録昭和９年３月～38年９月」（俳句研究63.
12松井利彦編，俳句研究社）「『法政』総'三|次1952年６月号～1972年３月号」（法政
72.3法政大学）「『思想の科学』総索引1946～1966」（思想の科学・別冊42.12思想の科
学社）
『朝'二1新聞記則ＩＦ総覧〔昭和編〕』『|副人名索引』（85.101二1本図譜センター）『1=1本読
醤新聞執筆者索引』（88.2不二出版）『日本学芸新'1Ⅱ執筆者索引』（86.11同）
'帝国大学新llH』（85.5不二出版）『京都帝国大学新１１１』（86.7同）『三fll新剛』
(88.2同）『一橋新I1H』（89.2同）ｒ早稲１１１大学新聞』（80.11組渓書舎）各執箪者索
引
(1989.9.22稿了）
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